


省エネ法では、これまで化石エネルギーの使用

の合理化及び電気需要の平準化を求めてきまし

たが、令和5年4月の改正により、非化石エネル

ギーを含めた全てのエネルギーの使用の合理化、

非化石エネルギーへの転換及び電気需要の最適

化を求めることとなりました。

そこで管内の特定事業者を対象として、改正省

エネ法の概要や、改正によって変更となった中長

期計画書や定期報告書の記載内容等についての

説明会を開催しました。

本説明会にて事業者の方々には、法律改正の主

旨について理解を深めていただき、報告書の作

成を通じて省エネやCNへの取組を進めていただ

くことを期待しています。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和5年5月18日（木）1０：３０-1２:０0

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：大阪合同庁舎第一号館 第一別館 大会議室

テーマ：改正省エネ法の概要及び中長期計画書、定期報告

書の記載内容等について

登壇者：経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー課

 経済産業省 産業技術環境局 環境経済室

・・・・・・・・・・



イベント概要

日時：9月22日（金）15:00-17:00

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：グランフロント大阪北館

テーマ：「GX実現に向けた基本方針」の説明、意見交換

講演：経済産業省 資源エネルギー庁

・・・・・・・・・・

本年2月10日、GX実行会議やその他政府

の審議会等における議論、パブリックコメン

トを踏まえ、「GX実現に向けた基本方針～今

後10年を見据えたロードマップ～」が閣議決

定されました。これは、今後のGX実現に向

けた政策課題や、その解決に向けた対応の方

向性等を整理したものです。

当局ではこの基本方針に基づき、GXにつ

いて参加者の皆様に理解を深めていただき、

今後の方針について活発に意見を交わして

いただくことを目的として、第１回に引き続

いて本説明会を開催いたしました。

・・・・・・・・・・

GX実現に向けた基本方針について

理解を深めていただくイベント

GX実現に向けた基本方針について

理解を深めていただくイベント

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
GX実現に向けた基本方針について

理解を深めていただくイベント

・・・・・・・・・・



水素産業の今を知り未来につながる

関係者と出会える交流イベント

・・・・・・・・・・

家電リサイクルとは、家庭などから排出さ

れた家電製品(エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷

凍庫、洗濯機・衣類乾燥機)から、有用な部分

や材料をリサイクルし、資源の有効利用を推

進する制度です。

消費者、小売業者の皆様に家電リサイクル

の現場を体感いただき、リサイクルの重要性

を再認識いただく機会として、家電リサイク

ルプラント見学会を実施しました。

見学会では家庭から排出されたエアコン

などの廃家電がリサイクルされる作業工程

を見学いただきました。

詳細はこちら（当局HP）

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：９月2７日（水）13:00-16:30

形式：リアル

会場：関西リサイクルシステムズ株式会社 本社工場

（家電リサイクルプラント）

テーマ：家電リサイクルプラント見学、リサイクル制度の説明

協力：環境省 近畿地方環境事務所

大阪府電機商業組合

家電メーカー

・・・・・・・・・・

イベント結果

家電リサイクルプラント見学前には半分近くの参加者が

「高い」と感じていたリサイクル料金について、見学会後に

は「適正」「安い」と回答した方が86%にもなりました。

参加者からは、リサイクルの重要性を実感したとの感想が

多数寄せられました。

細かな点まで分解されていること
がわかり、リサイクル料金がかかるこ
とについても当然だと思えた。

参加者の声

・・・・・・・・・・

参加者の声

とても細かく分けてリサイクルされ
ているので、感動しました。家電以外
のリサイクルにもできるだけ自分の
できることでがんばりたいと思いま
す。

家電リサイクルの現場を体感し、

リサイクルの重要性を再認識する

・・・・・・・・・・

https://www.kansai.meti.go.jp/3-6kankyo/R5fy/plantkenngaku20230927.html


大阪府・定参事による発表の様子

水素社会の実現に向けた各種取組（産学官連携検討や
各種支援事業など）について紹介しました。

水素関連産業の先進的な取組やそれらに

係る課題・ニーズの紹介等を通じ、各企業等

が今後求める協業パートナーとのマッチング

や関係者間の交流等を促進するとともに、関

西地域における同産業の市場拡大に向けた

機運醸成を図るイベントを開催しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：10月26日（木）13:00-16:30

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：サラヤメディカルトレーニングセンター

（本町ガーデンシティ4階）

テーマ：取組事業の紹介・今後の課題・ニーズ発表等

登壇企業：株式会社島津製作所 日本エア・リキード合同会社

 株式会社神戸工業試験場 アルマテック

 大阪大学大学院 大阪府/兵庫県

・・・・・・・・・・

イベント結果

イベント終了後、中小機構「J-GoodTech（ジェグテッ

ク）」にて登壇企業からのニーズを掲載。ニーズに対する提

案を受け付け、順次面談を行っています。

なかなか出会うことのできない様々な
業界の関係者と交流することができた。

参加者の声

・・・・・・・・・・

水素産業の今を知り未来につながる

関係者と出会える交流イベント

・・・・・・・・・・

水素関連産業の中心・先進地となる関西
圏における企業・行政の情報を聞くことが
でき、とても有意義に感じた。

参加者の声



イベント概要
日時：10月30日（月）14:00-16:10

形式：オンライン（Microsoft Teams）

プログラム：

○講演1：VOC排出抑制の最新動向

経済産業省 産業技術環境局 環境管理推進室

○講演2：VOC対策のヒントと環境対策におけるデジタル活用に

ついて

一般社団法人産業環境管理協会

○事例紹介

事務局

久保井塗装株式会社

株式会社ヨシハラシステムズ

・・・・・・・・・・

イベント結果

セミナーには147人の方にご参加いただき、参加者の皆

様から参考になったとの感想を多数いただきました。

 VOC規制の流れや日本の動向、VOC対策がコスト削減

に繋がっていることが理解できたという感想が多数寄せら

れ、VOC対策の参考になっています。

• 数値データやVOC削減のノウハ
ウが具体的であり、非常に参考に
なった。

• 事例を参考にして、試行錯誤しな
ければならないと感じた。

参加者の声

・・・・・・・・・・

久保井塗装(株)事例発表の様子

「工業塗装事業者が取り組む先駆的なVOC排出抑
制の取組とその意義」

VOC対策は、従来の環境対応という社会

的要請の側面だけではなく、コスト削減等の

形で企業課題の解決にも貢献するため、取組

の意義があるということを知っていただく機

会として、 VOC対策セミナーを開催しまし

た。

・・・・・・・・・・

※揮発性有機化合物の略称

・・・・・・・・・・
様々な企業課題の解決に貢献する

VOC対策



（京都市役所分庁舎の省エネ設備見学会の様子）

井水や木材、太陽熱等の地産エネルギーを活

用した熱源システムや、市内産のみやこ杣木を

利用した受水槽などを見学しました。

省エネ分野における先進的な取組の紹介

や、省エネ大賞を受賞した京都市役所分庁舎

の設備見学会を通じ、中堅・中小企業が今後

省エネの取組を始めるための「きっかけ」や、

さらなる取組を進めるための新しい「気づ

き」の提供を目的とし、イベントを開催しまし

た。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和5年1１月１０日（金）13:30-16:４５

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：京都市役所分庁舎

テーマ：省エネ取組事例の紹介、支援策の紹介

登壇企業：艶清工業(株)

(一財)省エネルギーセンター近畿支部

  京都市 環境政策局 地球温暖化対策室

京都市 行財政局 総務部 庁舎管理課

・・・・・・・・・・

イベント結果

実際の企業の声を聞くことがで

きて非常に参考になった。中小企業

は理論理屈では回らない。何が省エネ

を後押しする決め手になったか、さら

に詳しく知りたいと思った。

参加者の声

・・・・・・・・・・

木製受水槽

京都市役所分庁舎のZEB

化に関心があったため、実

際の設備を見ることができ

て非常に勉強になった。

省エネやCNに関する情報を提供し、事業者

が取組を始める「きっかけ」となるイベント

・・・・・・・・・・



令和４年４月にプラスチック資源循環促進法が施

行されたことを契機に、プラスチックをはじめとす

る資源の回収・再商品化において、スキームの構築

だけでなく、住民の理解及び行動変容の促進等、自

治体に求められる役割はますます大きくなってい

ます。

取り組み方のヒントをお届けし、各地域に資源循

環の輪を広げていきたいという思いから、本セミ

ナーでは最新の国の動向に加え、先進自治体によ

る収集分別・再商品化の取組や、企業との連携や自

治会主導のもとに実践されている独自の資源循環

の取組についてご紹介しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和５年１１月３０日（木）13:３0-1５:２0

形式：オンライン（Microsoft Teams）

プログラム：

○講演：

「自治体におけるプラスチック資源循環促進法の

活用状況について」

経済産業省 産業技術環境局 資源循環経済課

○先進自治体の取組紹介：

 兵庫県、亀岡市、生駒市

・・・・・・・・・・

イベント結果

近畿管外からもお申し込みいただき、約９０名（うち自治

体職員約７０名）に参加いただきました。

自治体職員を対象にしたプラスチック再商品化セミナー

の開催は初めてでしたが、セミナー後のアンケート結果で

は「大変役に立った」「役に立った」が９割を超え、今後も実

施を希望する声を多数いただきました。

• プラスチック資源循環促進法の概要や最
新の動向を知ることができた。

• 資源循環に取り組むことがリスク回避に
繋がることも理解できた。

• やってみたいと思わせる内容だった。
• 先進的な自治体の取組を知ることができ、
大変有意義なセミナーだった。

参加者の声

・・・・・・・・・・

先進事例を知り、“地域”の視点から

資源循環の取組の方策を探る

・・・・・・・・・・ プラスチック資源循環特設HP

URL：https://plastic-
circulation.env.go.jp/

https://plastic-circulation.env.go.jp/
https://plastic-circulation.env.go.jp/


イベント概要

日時：12月7日（木）13:30-16:00

形式：オンライン（Microsoft Teams）

対象：自治体・支援機関向け

主催：関東経済産業局 共催：近畿経済産業局

○事例紹介

【再エネ（太陽光）/創出・活用】京都市

【農業/創出】株式会社クボタ

【森林/創出・活用】和の会

【森林/創出・活用】ENEOS株式会社

【その他/活用】株式会社山陰合同銀行

【その他/創出・活用】伊丹市

・・・・・・・・・・

イベント結果

セミナーには272人の方にご参加いただき、質疑応答時

には聴講していた自治体や支援機関の職員から活発に質

疑応答が交わされました。

 イベント終了後も聴講者から登壇者へコンタクトが行わ

れる等の動きも出ています。

• 数値データやVOC削減のノウハ
ウが具体的であり、非常に参考に
なった。

• 事例を参考にして、試行錯誤しな
ければならないと感じた。

参加者の声

・・・・・・・・・・

関東局・近畿局との連携の元、全国から

Jクレジット制度を利活用した地方創生事

例を紹介するオンラインセミナーを開催

しました。

※J-クレジット制度・・・省エネルギー設備の導入

や再生可能エネルギーの利用によるCO2等の排

出削減量や、適切な森林管理によるCO2等の吸

収量を「クレジット」として国が認証する制度

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・
カーボンオフセットを

活用した地方創生事例



イベント概要

日時：令和５年１２月１９日（火）13:00-16:４０

形式：対面開催

会場：大阪大学中之島センター

テーマ：昨今のエネルギー・温暖化対策の動向について

実施内容：

1.最近のエネルギー・温暖化対策の動向について説明

2.構成機関からの情報提供及び意見交換

３.フューチャー・デザイン・ワークショップ

議長：大阪大学 原 圭史郎 教授

副議長：立命館大学 中野 勝行 准教授

昨今のエネルギー・温暖化対策の動向や企業による

取組の紹介に加え、エネルギー温暖化対策を題材とし

た「※フューチャー・デザイン・ワークショップ」を実施し

ました。

※フューチャー・デザインとは

長期的な問題の解決にあたり、将来世代の利益を考慮

した意思決定のための仕組みづくりを実践し、現世代

と将来世代の双方にとって最適な解決策を導こうとす

るもの

エネルギー・温暖化対策の情報交換を通じ

た、参加者同士の「つながり」の創出

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 「フューチャー・デザイン」は、政策作りの場や民間企

業の研究開発分野においても活用されるなど、昨今注

目を集めている政策手法です。今回、大阪大学の原教

授に議長を務めていただき、初めて会議にこの手法を

取り入れることで、エネルギー・温暖化対策という観

点から、我々が今後どのような行動をとるべきかにつ

いて議論を行いました。

フューチャー・デザイン・ワー

クショップは、普段と違った視

点で物事を考えることができ

る良い機会となりました。

参加者の声



パネルディスカッションの様子

“GXといっても何から始めればよいか分からない”。

そのような悩みをもつ事業者を対象とし、GX/CN

の最新動向についての基調講演に加え、「省エネ先進

事例」と「事業者に求められるこれからのGX取組」と

いう２つのテーマでパネルディスカッションを実施し

ました。

今回は中堅・中小企業や大企業、金融機関や専門家

といった多様な属性の方々にお集まりいただいたこ

とで、実際にエネルギー使用量を削減するためのポ

イントから、組織のトップを含めた取組の進め方まで、

多岐にわたって議論が行われました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和６年２月１４日（水）13:３０-1７:０0

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：アットビジネスセンターPREMIUM新大阪

テーマ：GXに関する最新動向、省エネ・GXの取組事例紹介

登壇者：東京大学 未来ビジョン研究センター 高村ゆかり教授

 朝日ウッドテック株式会社

 日本ワヰコ株式会社

 株式会社藤沢製本

 株式会社滋賀銀行

 ダイキン工業株式会社

・・・・・・・・・・

イベント結果

内容豊富で非常に分かり易いセ

ミナーだった。特に各企業の事例

紹介は非常に有益な情報だった。

参加者の声

・・・・・・・・・・

省エネは継続的な改善方法として

「見える化」「見せる化」が大切であ

ると、ディスカッションを通じて理

解することができた。



坂本電源開発調整官による冒頭挨拶

北陸新幹線の敦賀延伸を追い風に、今後も嶺南振
興に取り組んでいく所存。

平成27年度より毎年開催している嶺南地域で

の施策説明会につき、今年度1回目を敦賀にて開

催しました。

コロナ禍以降、敦賀はオンライン開催となって

いたことから、久しぶりのリアル開催となりまし

た。

本年は、万博開催が翌年に控えていることや、３

月１６日の北陸新幹線の敦賀延伸により嶺南地域

に関心が高まり、来訪者増加のチャンスを迎えて

いることから、当局の万博担当部署を講師に追加

し、万博に関する情報提供も実施しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：２月１6日（金）13:00-16:０0

形式：リアル

会場：敦賀商工会館 ６階ホール

テーマ：国、県、市の補助金等施策説明

登壇者：

近畿経済産業局

JETRO福井

公益財団法人ふくい産業支援センター

公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター

敦賀商工会議所

・・・・・・・・・・

イベント結果

国、県、市、３者の補助金等施策担当者が一堂

に会して説明を行うことにより、参加企業に有

意義な情報提供機会を設けることができた。

国の補助金等説明を直接聞け
る機会は滅多に無いので有り難
い。直接質問できたのも良かっ
た。

参加者の声

・・・・・・・・・・

中小企業向け施策に加え、カーボン

ニュートラルや大阪・関西万博など

幅広い情報を提供する説明会

・・・・・・・・・・



関西に拠点を置く水素のリーディングカン

パニー5社や、先端技術研究を行う大学、水

素を活用した地域課題の解決等を目指す自

治体が登壇し、各取組内容の紹介やそれぞれ

が抱える課題・ニーズ等を発表しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：２月2２日（木）13:00-16:30

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：QUINTBRIDGE（クイントブリッジ）

テーマ：取組事業の紹介・今後の課題・ニーズ発表等

登壇企業：川重冷熱工業株式会社、パナソニック株式会社

 阪神機器株式会社、日立造船株式会社

 ヤマトH2・EnergyJapan株式会社

 国立大学法人神戸大学、京都府

・・・・・・・・・・

イベント結果
全国各地からお申し込み頂き、オンライン・会場併せて

2０0名以上の方にご参加頂きました。会場では講演終了

後に参加者・登壇者同士の交流会を実施し、非常に盛況の

内に終了しました。また、登壇者から発表されたニーズに

対し、中小機構「J-GoodTech」を通じて、自社の技術・知

見等を持ち寄り課題解決に向けた事業共創をめざしてい

きます。

・中小企業と大企業の双方が登壇する
イベントは珍しいと思った。
・初めて参加したが非常に興味深かっ
た。次回も参加したい。

・・・・・・・・・・

水素産業の今を知り未来につながる

関係者と出会える交流イベント

・・・・・・・・・・
参加者の声

カーボンニュートラル推進室
織田室長による発表の様子

阪神機器株式会社
黄取締役による発表の様子



坂本電源開発調整官による冒頭挨拶

小浜は民間が積極的に地域振興に取り組んでいる
印象。そうした各地域の特色を活かした嶺南振興に
今後も取り組んでいきたい。

平成27年度より毎年開催している嶺南地域で

の施策説明会につき、今年度２回目を小浜にて開

催しました。

新たな取組は以下の２つ。

1. 講演者としてJETRO福井、福井県工業技術

センターが加わり、より幅広い情報が提供で

きる場となりました。

2. 会場後方に、工業技術エンターのロボットや

万博NFTのポップスタンドを設置し、展示ス

ペースも充実させました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：２月２９日（木）13:00-16:０0

形式：リアル

会場：小浜商工会議所 ３F大ホール

テーマ：国、県、市の補助金等施策説明

登壇者：

近畿経済産業局

JETRO福井

公益財団法人ふくい産業支援センター

公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター

福井県工業技術センター

小浜商工会議所

・・・・・・・・・・

イベント結果

国、県、市、３者の補助金等施策担当者が一堂

に会して説明を行うことにより、参加された企

業のみならず、他地域の自治体、商工会にも有

意義な情報提供機会を設けることができた。

国の補助金等説明を直接聞け
る機会は滅多に無いので有り難
い。直接質問できたのも良かっ
た。

参加者の声

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・
中小企業向け施策に加え、カーボン

ニュートラルや大阪・関西万博など

幅広い情報を提供する説明会



〜関西から考える 面的支援のNEXTアクション〜

中小企業支援機関等が立場や地域の実情に合わせた
支援形態を模索し、具体的な取組へと進んでいく

きっかけとなることを目指したイベント トーク・インタビューセッション、

ネットワーキングの様子

中堅・中小企業のCN/GX促進を更に強化して

いくためには、行政のみならず、中小企業支援

機関、金融機関、地方自治体等数々の機関と互

いに連携して面的に支援を進めていくことが重

要であるという思いのもと、当シンポジウムを

開催しました。

今回のシンポジウムを機に、より多くの機関が

できることを検討し、今後関西から数々の支援

事例が生まれていくことを期待しています。

・・・・・・・・・・

イベント概要
日時：令和６年３月７日（木）13:00-16:00

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：梅田サウスホール

テーマ：政府における直近の政策動向のご紹介、

面的支援の在り方や具体的な取組の議論

登壇者：＜キーノートスピーチ＞ 経済産業省 GX推進企画室

＜取組紹介＞ 近畿経済産業局 CN推進室

＜トーク・インタビューセッション＞

 独立行政法人中小企業基盤整備機構 近畿本部

 一般社団法人近畿地区信用金庫協会

 神戸商工会議所 

 一般社団法人環境エネルギー事業協会

・・・・・・・・・・

イベント結果

面的支援の重要性や、実際の
支援事例等を具体的に知るこ
とができ、参考になった。

参加者の声 （参加者：約250名）

・・・・・・・・・・

自治体として、地域内企業へ
のアプローチをどのようにし
ていくかのヒントを得ること
ができた。

地方自治体職員

中小企業支援機関
担当者

※CN（カーボンニュートラル）：
温室効果ガスの排出を全体としてゼロにすること
※GX（グリーントランスフォーメーション）：

CN にいち早く移行するために必要な経済社会システム
全体の変革

・・・・・・・・・・



次世代燃料の今後マーケット展開も念頭に、関係機
関・企業の最新動向についてパネルディスカッション
を交えて紹介し、内外動向も含めた多角的な情報を発
信。社会実装に向けた理解促進を進めます。

関西は、コスモ石油堺製油所において SAF（持続

可能な航空燃料） 国産商用化実証大規模プラント

が 2024 年度に完成・国内初の運転開始が予定、

また、 ENEOS 和歌山製造所でも大規模 SAF プ

ラントの建設が見込まれるなど、次世代燃料分野を

先導する地域です。 （以下、フォーラム発表資料抜粋）

・・・・・・・・・・
イベント概要
・・・・・・・・・・

イベント結果

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

日時：3月12日（火）13：30～16：45

形式：ハイブリッド（リアル／オンライン）

会場：ナレッジキャピタルカンファレンスルーム C07

（グランフロント大阪 北館内（タワー C 8F)）

主 催：近畿経済産業局

協 力：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合

開発機構 (NEDO）／公益社団法人 石油学会／一般財

団法人 石油エネルギー技術センター（JPEC)／石油連盟

登壇者：本省、NEDO、コスモ石油株式会社、ENEOS株

式会社、 出光興産株式会社

イベント終了後、会場参加者の大手企業と管内ベンチャーとの

チームから今回イベント登壇者のNEDO、石油元売3社に対して、

次世代液体燃料開発にかかるチーム取組（次世代燃料関連CCU

技術）について、プレゼン・意見交換希望の申し出があったところ。

現在、当該チームとNEDO・元売3社との連携可能性について、意

見交換の場を、資源・燃料課において調整中。 本イベントをきっ

かけに新たな共同研究・開発につながる可能性を創出・関係者同

士の新たな交流が生まれつつあります。

参加者の声

関西地区で起業されている弊社
取引先(ベンチャー企業)とカー
ボンニュートラルビジネスを模索
中。フォーラムに満足した。

【コスモ石油の取組】

（SAFプラント建設進捗状況 24年3月） （今後の目標）

【ENEOSの取組】



その他のCN/GX関連広報の取組

大学生向けバナー広告
～家電リサイクル法普及啓発～

これまで家電処理の経験がない方も、引っ越しや新生活

などを機に初めて家電処理を行うことが増える年度末。

近畿経済産業局では、この機会を捉えて、大学生・新社

会人等の方に家電リサイクル法のことを知ってもらうため、

２/２５～３/２５の期間、10代後半～２０代前半の方を対象

にWeb上にバナー広告を掲載中です。

本広告が家電リサイクルの理解促進につながり、家電の

不適切処理防止、そして将来のリサイクルの担い手を生み

出す契機となることを期待しています。

これまで家電処理の経験がない方も、引っ越しや新生活

などを機に初めて家電処理を行うことが増える年度末。

近畿経済産業局では、この機会を捉えて、大学生・新社

会人等の方に家電リサイクル法のことを知ってもらうため、

２/２５～３/２５の期間、10代後半～２０代前半の方を対象

にWeb上にバナー広告を掲載中です。

本広告が家電リサイクルの理解促進につながり、家電の

不適切処理防止、そして将来のリサイクルの担い手を生み

出す契機となることを期待しています。

YouTubeでの解説動画配信
～初心者向けに省エネ法の作成をサポート～

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギー

への転換等に関する法律（省エネ法）は、一定規模以上

の事業者に、エネルギーの使用状況等について定期的

に報告いただき、省エネ取組の見直しや計画の策定等

を行っていただく法律です。

近畿経済産業局では、省エネ法に初めて触れる人

に対し、わかりやすく同法の趣旨と報告書作成につい

て解説する動画を作成し、YouTubeにて配信してい

ます。

省エネ法に基づき定期報告書と中長期計画書を作

成することで、自社のエネルギー消費に関して「見える

化」し、小さな取組からでも、一歩一歩カーボンニュー

トラル社会の実現に向けたエネルギー管理に取り組ん

でいただくことを目指しています。

 

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギー

への転換等に関する法律（省エネ法）は、一定規模以上

の事業者に、エネルギーの使用状況等について定期的

に報告いただき、省エネ取組の見直しや計画の策定等

を行っていただく法律です。

近畿経済産業局では、省エネ法に初めて触れる人

に対し、わかりやすく同法の趣旨と報告書作成につい

て解説する動画を作成し、YouTubeにて配信してい

ます。

省エネ法に基づき定期報告書と中長期計画書を作

成することで、自社のエネルギー消費に関して「見える

化」し、小さな取組からでも、一歩一歩カーボンニュー

トラル社会の実現に向けたエネルギー管理に取り組ん

でいただくことを目指しています。

 

新しい解説動画はこちらから
視聴いただけます！
新しい解説動画はこちらから
視聴いただけます！


